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たこと，船積み時点の車齢制限が 4 年未満から ₆ 年未満まで拡張されたこと
によって輸出が増加し（『通商弘報』2008年 ₈ 月11日付け），2008年から2010年










































































































新 30％（1.5ユーロ以上） 35％（1.5ユーロ以上） 2.9ユーロ
3,000cc
ガソリン車
旧 25％（1.8ユーロ以上） 25％（0.55ユーロ以上） 2.2ユーロ
新 30％（2.15ユーロ以上）35％（2.15ユーロ以上）4ユーロ
（出所）World Tariff をもとに筆者作成。
（注）輸入価格の一定割合が関税となるが，それが ₁ cc 当たり所定の金額（表中ユーロで記載）




























































































年 日本側輸出 ロシア側輸入 日本側輸出 ロシア側輸入 日本側輸出 ロシア側輸入
2003 121 20,226 1,562 8,473 1,211 2,139
2004 357 43,859 2,310 18,155 1,305 3,070
2005 1,108 51,932 2,899 19,284 1,418 3,400
2006 4,954 69,661 3,812 25,786 2,146 4,233
2007 1,713 77,441 4,372 36,480 2,917 6,660
2008 1,543 103,134 4,898 54,340 3,605 11,801
2009 79 610 7,976 24,895 4,059 13,950
2010 118 5,031 8,615 32,338 4,951 30,728
2011 75 15,772 7,553 25,534 7,169 43,811



























2012年 ₃ 月 ₂ 日付け）。また「ラスピィルィ」については，複雑な登録を避け
るため偽造書類が横行しているとされ，沿海地方では取締まりが強化されて









































































































































































































































































⒀　このような事例は数多い。たとえば，スリランカでは2012年 4 月 ₁ 日から
の輸入規制（年式規制）を前日の ₃月31日に発表するといったことも行われ
ている。なお，この規制については，日本の業界団体と現地事業者の要望に










⒃　2013年 ₉ 月 ₅ 日，ウスリースク市場のディーラー，セミョーン氏へのヒア
リング。
⒄　2013年 ₉ 月 ₆ 日，ウラジオストクのディーラー，ウラジーミル氏へのヒア
リング，2013年 ₉ 月 ₇ 日，ノボシビルスクのディーラー，アントン氏へのヒ
アリングによる。
⒅　2013年 ₉ 月 ₆ 日，グリーンコーナーでのヤロスラフ氏へのヒアリング。








₁ 月 ₅ 日確認）。
　前掲ヤロスラフ氏へのヒアリング。
　Korea Used Car Export Association 資料（富山高等専門学校岡本勝規氏提供）
による。
　前掲セミョーン氏へのヒアリング。
　2013年 ₉ 月 4 日，ウラジオストクの中古車ディーラー，ローマン氏へのヒ
アリング。
　2013年 ₉ 月 ₆ 日，ウラジオストクの中古部品マーケット（カムスカヤ通り）
で中古部品ディーラー，エフゲニー氏へのヒアリング。









　2014年 ₂ 月12日，国内の中古車輸出ディーラー，A 社への聞き取りに基づ
く。
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